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l肘 ZANliil 多い喝の"掴.
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.血"日w 晶きと.置Lい自置止すぐnttlt量車寄
守り、畠.~!tむ bOJ~ふさわιい自宜主揖'に生畠H ，

う
車畠II.U.to;( 置ち. 肯"~..で、 '0りつ t 、

正".い人圃にお守置c，う.
車庫U畠.OJIt.みんな".わぜ@止め民、，たがい

記圃"あい置c，う.

...晴書で車市目白宣ち. 量.Ii置に'1~t.~l<(置聞に量
ι草C，う.
壷且'Mゆ〈草ち，市民也阻量で、缶匝と圏幅eとれt
軒Lい，みよい富島づ(~HHょう，

(揖)(聾)(櫨)(記)
違法駐車で対向で事ず、イライラ Lたこ

とはないですか. 、ちょ守とだ吋揮で同な

く‘埠惑かも 'と.暑で，畠ιー白噛とり

と思レやりを持ちたいですねー 〈信〉

事掴気"膚われた四でc，うか 1行方不

制だうた費用申倉メラが見っかり車 Lた.

書うそ〈植景色岳園。に行こうと00てい

ます.いいポイ J ト晶れ"敏えてくだ車t、.

ぐT)

好評だうた.功構胃金。揖踊.解先生も

日本臨まじりで敬えたり、体掴崎聞に書加

者と質事くに闘したりと、技術だげでなく

国..掩も揮官tうたよ 4で Lた. UJ 
3月"日聖仔町「屯らこどもだよ OJ申

平棺宮跡"面右上〉申航空写真が置が止

Lιなっていたことについて、たくさん白

方からご指薗をうけまL.t.:. .ちらた品てお

わ"Cますe

災，;1M，医m.開総式会社閉刷
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